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1.放送大学の概要

• 1983（昭和58）年度 設置

• ラジオ、テレビ、インターネットによって学ぶことの
できる遠隔教育大学

• 本部 千葉県千葉市

• 全都道府県に学習センター等 57カ所
• 学生数 約90,000人
• 放送授業 約300科目
• 面接授業（学習センターで実施）年間約3,000ｸﾗｽ
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• 学部 教養学部 全６コース

「生活と福祉」、「心理と教育」、「社会と産業」、
「人間と文化」、「情報」、「自然と環境」

• 大学院 文化科学研究科

修士課程 2002（平成14）年４月学生受入れ
博士課程 2013（平成25）年10月認可

2014（平成26）年４月設置
2014（平成26）年10月学生受入れ

・教員免許更新講習 2009（平成21）年度開始
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夏 期 冬 期

申込期間
(インターネット申込、
受講対象者証明書)

4月中旬～5月末 11月1日～11月末

講習料納付期間 6月中旬～7月上旬 １２月中旬～1月中旬

受講（視聴可能）期間 7月中旬～8月中旬 2月1日～2月中旬

修了認定試験
8月下旬の土・日
（いずれか一日を選択）

2月下旬の土・日
（いずれか一日を選択)

履修・修了証明書送付 9月下旬 3月下旬

（１）スケジュール
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2.放送大学における更新講習の実施状況



＜必修領域＞ １科目 【テレビ科目】 （15章）
・教育の最新事情（放送大学教授 小川正人 住田正樹）

＜選択領域＞ ６科目 【ラジオ科目】 （８章）
・スクールカウンセリング（放送大学名誉教授 滝口俊子）
・学校経営（千葉大学教授 天笠 茂）
・環境教育の実践（放送大学教授 河合 明宜）
・情報社会に対応した学校教育（放送大学教授 川合 慧）
・小学校外国語活動（英語活動）概論

（上智大学教授 吉田 研作）
・現代の生徒指導（放送大学教授 住田 正樹）

※（ ）内は主任講師
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（２）放送大学の教員免許更新講習科目



（3）受講者数
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科 目 夏 期 冬 期

教育の最新事情 ３，７８７ １，８３２

スクールカウンセリング ３，１５９ １，５８１

学校経営 ８４５ ４３２

環境教育の実践 １，９７２ ９６２

情報社会に対応した学校教育 １，５８５ ７９０

小学校外国語活動（英語活動）概論 ７７４ ３５６

現代の生徒指導 ２，９３４ １，４０６

受講延べ人数 １５，０５６ ７，３５９

受講実人数 ４，２７７ ２，２０８

※参考
2013（平成25）年度 夏期 受講実人数 ４，８９８人
（冬期は現在申込み受付中）

（人）2012（平成24）年度



○講習の視聴

・ＴＶ、ラジオ （2/１～2/18）
・インターネット （2/1～2/23） 試験直前まで視聴可
○テキスト

・講習生専用ページからダウンロード、印刷

○受講確認（2/1～2/18）
・各章ごとに視聴中に示されるパスワードを確認

画面に入力

⇒ 全章入力 終了 ⇒ 受験票を印刷

○修了認定試験（2/22、23）
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（４）受講の流れ（2013（平成25）年度 冬期の場合）
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放送大学ホームページ トップページ
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講習生専用ページ ログインページ
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講習生専用ページ



① 実施時期

8月末（夏期）及び2月末（冬期）の土・日の
2日間で実施

② 試験会場

○放送大学学習センター・サテライトスペース

全国 ５７か所

○都道府県教育委員会の依頼により、

島しょ部などを中心に「学外試験場」を設置

受講者はいずれかの試験日及び試験会場を
選択
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（５）修了認定試験



③ 本人確認

受講対象者証明書の写真で本人確認

受講対象者証明書

顔写真を貼付し、勤務する学校等で受講対象者
であることの証明がなされている

④ 試験の方式

・マークシートによる択一式

・試験時間 必修領域科目 ５０分

選択領域科目 ３０分
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⑤ 証明書の発行時期

2013（平成25）年度

夏期 試験日 ８月２４日（土）・ ２５日（日）

発送日 ９月２０日（金）

冬期 試験日 ２月２２日（土）・２３日（日）

発送予定日 ３月２１日（金）
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⑥ 採点数（マークシート数）及び出題方式

・2013（平成25）年度夏期講習
必修領域科目 4,417枚
選択領域科目 12,981枚 （６科目合計）

・全国の試験会場からマークシート回収後
一括で読み取り、採点処理
・択一式以外の方法での試験は不可能
多数の答案を短期間に処理しなくてはならない

（例）夏期の場合 受講期間 ７月下旬～８月中旬
修了認定試験 ８月下旬
証明書の発行 ９月下旬
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○放送大学学習センター・サテライトスペース
の教室の収容人数

・全国合計 年間 １０，０００名程度

試験会場ごとの定員＝受入キャパシティ

○科目ごとの受入可能人数

・上記と同じ

講習の受講については、テレビ・ラジオ・インター
ネットで実施するため、上限は特にない
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（6）修了認定試験の受講可能人数（実人数）



3.放送大学の更新講習の利点
○ＴＶ・ラジオ放送・インターネット配信による受講

多忙な方でも空いている時間で受講可能

○自宅・職場の他、外出先などでもパソコンがあれ
ば受講可能

○試験会場は全国57か所から、選択可能
夏期は自宅で受講し、帰省先で受験の例多数

○会場に行くのは試験日の一日のみ

時間的・経済的（交通費・宿泊費）利便性
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4.科目の制作スケジュール
①科目の検討 〔開設前々年度 12月～1月〕

・科目全体のねらい・章の構成

・講師の選定・依頼 等

②制作手順等の検討 〔開設前々年度 2月～3月〕

・科目作成部会

主任講師、分担協力講師、編集担当者

制作部担当ディレクター 、事務局

作業手順、スケジュールの確認

放送教材の制作に関する検討 等
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③テキストの執筆・校正 〔開設前年度 4月～9月〕

④放送教材収録 〔開設前年度 10月～3月〕
ＴＶ科目 収録 編集

ラジオ科目 収録 編集 スライド作成

⑤試験問題の作成・校正 〔開設年度4月～5月〕
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台本作成
⇒

※スライド

ラジオ科目をインターネット配信する際
にパワーポイントのスライドを表示

※ １科目の制作に 約１年半必要
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